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基盤研の平成 18 年度新規採択研究テーマに当社のテーマが採択されました 

独立行政法人医薬基盤研究所「医薬品・医療機器実用化研究支援事業（委託事業）」

平成１８年度新規採択研究テーマに、当社の「新規プラチナ系高分子ナノ粒子製剤*

の固形がん治療薬としての開発」が採択されました 

 

この事業は、保健医療の向上に資する画期的な医薬品・医療機器の開発を促進すること

を目的として、民間における実用化段階の研究開発に公的な資金を委託方式（いわゆる

バイ・ドール方式）で提供することを目的とし、平成１６年度より開始されたものです。平成１８

年度は３０件の応募案件が、外部の専門家からなる実用化研究評価委員会において評

価され、独立行政法人医薬基盤研究所が、収益の可能性がある場合に限定して採択を

決定し、最終的に当社の案件を含め４件のテーマが採択されました。 

 

平成１８年度 医薬品・医療機器実用化研究支援事業 新規採択研究テーマ 

研究テーマ名 企業名 
配分予定額 
(単位：百万円)

研究の要旨 

新規プラチナ系
高分子ナノ粒子
製 剤 の 固 形 が
ん治療薬として
の開発 

ナノキャリア
株式会社 

120 プラチナ製剤はがん化学療法で最も重要な薬剤
の一つであるが、毒性も強いため使用が制限され
ることも多い。抗癌剤であるシスプラチンを高分子
ナノ粒子に封入して形成されたナノ粒子である本
剤は、長時間血液中に留まりながらプラチナ化合
物を放出する。この結果、治療の標的である腫瘍
への薬剤の集積が高まると共に、副作用を招く腎
臓、神経等への分布が少なく毒性が軽減できる。
本実用化研究では、この性質を利用して、現存の
プラチナ製剤よりも有効性、安全性、利便性に優
れた製剤を開発し、臨床現場に提供することを目
標とする。 

詳しくは独立行政法人医薬基盤研究所ホームページをご覧下さい。 
http://www.nibio.go.jp/shinko/H18saitaku.html 

＊この製剤の基本技術は東京大学の片岡教授らによって発明されたもので、当社は株式会社東京大学 TLO 
 からライセンスを受けております。 
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